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あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全

国
夜
間
保
育
園
連
盟
会

員
の
皆
様
に
は
、
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
東
京
新
宿
区

に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
第
27
回
全
国

夜
間
経
験
交
流
研
修
会

は
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
の
仲
間

２
１
０
余
名
が
一
同
に

会
し
、
保
育
制
度
、
保
育

内
容
、
様
々
な
経
験
を
文

字
通
り
交
流
す
る
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
東
京
の
先
生
方

の
細
や
か
な
ご
配
慮
の

賜
物
と
感
謝
の
念
に
た

え
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
保
育
士
指

針
改
定
に
お
け
る
要
望

書
」
や
、
機
関
誌
へ
の

情
報
提
供
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
、
熊
本
・
大
分

地
震
の
際
で
の
義
援
金

の
募
金
な
ど
、
会
員
皆

様
か
ら
の
力
添
え
に
感

謝
致
し
、
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
保
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
よ

り
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
「
保
育
所
保
育
指
針
の

改
定
に
関
す
る
議
論
の
と
り
ま
と
め
」

に
関
し
承
認
を
受
け
次
の
よ
う
な
概
要

で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
保
育
所
保
育
指
針
の
改
訂
の
方
向
性

⑴
乳
児
・
１
歳
以
上
３
歳
未
満
児
の
保

育
に
関
す
る
記
載
の
充
実

⑵
保
育
所
保
育
に
お
け
る
幼
児
教
育
の

積
極
的
な
位
置
づ
け

⑶
子
ど
も
の
育
ち
を
め
ぐ
る
環
境
の
変

化
を
踏
ま
え
た
健
康
及
び
安
全
の
記

載
の
見
直
し

⑷
保
護
者
・
家
庭
及
び
地
域
と
連
携
し

た
子
育
て
支
援
の
必
要
性

⑸
職
員
の
資
質
・
専
門
性
の
向
上

２
．
改
定
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
構
成

の
見
直
し

　

第
１
章　

総
則
、
第
２
章　

保
育
の

内
容
、
第
３
章　

健
康
及
び
安
全
、
第

４
章　

子
育
て
支
援
、

第
５
章　

職
員
の
資
質
向
上

３
．
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
保

育
に
関
す
る
事
項

⑴
保
育
の
内
容
（
保
育
指
針
と
の
整
合

性
を
確
保
、
指
針
改
定
の
方
向
性
を

踏
襲
）

⑵
多
様
な
園
児
へ
の
配
慮
（
一
人
一
人

の
生
活
の
流
れ
を
考
え
て
創
意
工
夫
）

⑶
２
歳
児
か
ら
３
歳
児
へ
の
移
行
の
配

慮
（
３
歳
ま
で
の
育
ち
を
理
解
・
受

容
し
、
家
庭
と
の
連
携
の
基
で
、
発

達
の
連
続
性
に
配
慮
）

４
．
そ
の
他
の
課
題

⑴
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
等
へ
の

対
応

⑵
周
知
に
向
け
た
取
り
組
み

⑶
保
育
の
質
の
向
上
に
向
け
て

社
会
保
障
審
議
会（
保
育
専
門
委
員
会
）

よ
り
以
上
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は「
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
」

「
保
育
所
保
育
指
針
の
改
定
」「
幼
稚
園

教
育
要
領
の
改
定
」「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
の
改
定
」

と
保
育
の
世
界
で
は
大
き
な
変
革
期
で

あ
り
ま
す
。
夜
間
保
育
園
連
盟
で
は
こ

れ
ま
で
も
、
乳
児
保
育
（
０
歳
の
乳
児

か
ら
２
歳
児
保
育
）
の
重
要
性
を
踏
ま

え
個
別
へ
の
関
わ
り
や
職
員
間
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
社
会
福
祉
施

設
と
し
て
地
域
支
援
や
社
会
的
養
護
の

必
要
な
支
援
も
担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
、
認
可

夜
間
保
育
所
と
し
て
の
実
績
と
根
拠
に

基
づ
く
確
か
な
保
育
を
継
続
し
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
修
会
に
あ
た

り
、
開
催
要
綱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
現
在
の
夜
間
保

育
の
課
題
を
提
示
・
整
理
し
て
い
た
だ

き
、
分
科
会
で
そ
れ
ら
の
課
題
を
中
心

に
議
論
を
重
ね
、
10
年
後
の
夜
間
保
育

を
展
望
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

来
る
平
成
29
年
2
月
11
日
、
12
日
の

二
日
間
、福
岡
県
福
岡
市
博
多
区「
キ
ャ

ナ
ル
シ
テ
ィ
内
グ
ラ
ン
ト
・
ハ
イ
ア
ッ

ト
・
ホ
テ
ル
」
に
於
い
て
、
第
28
回
全

国
夜
間
保
育
園
経
験
交
流
研
修
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
「
山
笠
が
あ
る
け
ん
博
多
っ
た
い
。」

と
言
わ
れ
る
天
久
会
長
の
地
元
博
多
。

歓
楽
街
で
有
名
な
中
洲
が
会
場
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
全
国
33

件
の
お
祭
り
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
に
登
録
さ

れ
た
博
多
祇
園
山
笠
行
事
で
も
有
名
な

お
祭
り
が
あ
る
町
で
す
。
夏
ま
つ
り
な

の
で
今
の
時
期
、
山
笠
を
見
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
福
岡
県
三
大
祭
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
博
多
祇
園
山
笠
」
に
負
け

な
い
よ
う
に
天
久
会
長
と
私
ど
も
「
男

集
」
そ
し
て
「
ご
り
ょ
ん
さ
ん
」
の
心

意
気
で
お
迎
え
い
た
す
べ
く
、
準
備
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
と
お
会
い
で
き
ま
す
こ

と
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
大
い

に
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
、
素
晴
ら

し
い
夜
間
保
育
を
未
来
に
繋
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
　
　

全
国
夜
間
保
育
園
連
盟
副
会
長　

酒
井　

義
秀
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

　
『
10
年
後
の
夜
間
保
育
を

展
望
す
る
』

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内
》

　
「
夜
間
保
育
は
子
ど
も
の
発
達
に
悪

い
影
響
を
与
え
る
の
か
？
」

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
の
夜
間
保

育
制
度
創
設
以
来
、「
夜
間
保
育
は
、

児
童
福
祉
の
目
的
で
あ
る
『
児
童
の
健

全
育
成
』
の
観
点
か
ら
、
望
ま
し
く
な

い
」
と
、
つ
ぶ
や
き
に
も
似
て
囁
か
れ

て
き
た
こ
の
言
葉
は
、
以
来
35
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
夜
間
保
育
に
携
わ
る
保

育
者
の
心
を
悩
ま
せ
て
き
た
。

　

２
０
１
６
（
平
成
27
）
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の

中
で
の
夜
間
保
育
の
位
置
づ
け
は
、
曖

昧
模
糊
と
し
た
ま
ま
、
な
ん
と
な
し
の

落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
る
。
夜
間
保
育

に
携
わ
る
若
い
保
育
者
に
と
っ
て
、
自

分
た
ち
の
保
育
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が

本
研
修
会
に
し
か
な
い
、
と
い
う
の
は

は
な
は
だ
心
細
い
こ
と
で
あ
る
。
が
、

こ
の
研
修
会
が
あ
る
こ
と
で
、
夜
間
保

育
従
事
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
プ
ラ
イ
ド
を
維
持
し
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
10
年
後
、
夜
間
に
保
育
を
必
要
と

し
て
い
る
親
子
に
、
そ
し
て
働
く
人
た

ち
の
希
望
の
光
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
紹
介

＊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
山
縣
文
治
氏

関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
教
授
。

１
９
５
４
年
広
島
県
生
ま
れ
、
大
阪
市

立
大
学
卒
業
後
、
同
大
学
上
を
経
て
、

２
０
０
３
年
大
阪
大
学
生
活
科
学
研
究

科
教
授
。
主
た
る
活
動
と
し
て
、
日
本

社
会
福
祉
学
会
理
事
、
日
本
子
ど
も
社

会
学
会
理
事
他
。
全
国
夜
間
保
育
連
盟

に
は
、
設
立
以
前
か
ら
関
わ
ら
れ
、
連

盟
設
立
以
来
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
夜

間
保
育
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
、

現
在
は
当
連
盟
顧
問
と
し
て
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。 

＊
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
櫻
井
慶
一
氏

文
教
大
学
人
間
科
学
部　

同
大
学
院
人

間
科
学
研
究
科
教
授
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
日
本

社
会
事
業
学
校
社
会
福
祉
専
修
科
修

了
・
社
会
福
祉
士
。
１
９
８
１
年
新
潟

県
内
の
短
期
大
学
で
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
養
成
に
関
わ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ム
ッ
レ
野
外
保
育
を
紹
介
・
普
及
活

動
を
し
て
い
る
。社
会
活
動
歴
と
し
て
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
問
題
を
含

め
、
継
続
し
て
夜
間
保
育
に
携
わ
る
。

２
０
１
４
年
、
夜
間
保
育
園
連
盟
発
刊

の
『
夜
間
保
育
と
子
ど
も
た
ち
★
30
年

の
あ
ゆ
み
』
の
編
集
を
含
め
、
監
修
に

全
面
的
に
関
わ
ら
れ
た
。
現
在
、
当
連

盟
顧
問
。

 

＊
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
安
梅
勅
江
氏

　

筑
波
大
学
大
学
院　

教
授

東
京
大
学
医
学
部
保
健
学
科
卒
業
の

後
、
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
を
経
て
、
２
０
０
１
年

浜
松
医
科
大
学
教
授
。
１
９
９
８
年
以

来
、
当
連
盟
と
協
力
し
、
長
時
間
の
保

育
に
携
わ
る
実
践
の
経
年
調
査
を
実

施
、『
夜
間
保
育
の
子
ど
も
へ
の
影
響

及
び
課
題
に
関
す
る
研
究
』
を
発
表
。

『
保
育
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
究
会
』
を
主

宰
。
夜
間
保
育
の
質
の
向
上
を
提
唱
さ

れ
て
い
る
。

現
在
、
当
連
盟
顧
問
。

 

＊
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
天
久
薫

全
国
夜
間
保
育
園
連
盟
会
長
・
社
会
福

祉
法
人
四
季
の
会
理
事
長
。

連
盟
設
立
時
か
ら
、
夜
間
保
育
園
園
長
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と
し
て
関
わ
ら
れ
、
夜
間
に
保
育
を
必

要
と
し
て
い
る
親
子
に
寄
り
添
わ
れ
て

い
る
。
九
州
大
学
法
学
部
卒
業
と
言
う

福
祉
分
野
と
一
味
違
う
キ
ャ
リ
ア
で
、

夜
間
と
言
う
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
た

親
子
を
夜
間
保
育
所
が
あ
る
こ
と
で
少

し
で
も
望
ま
し
い
状
態
に
帰
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。

《
分
科
会
の
ご
案
内
》

今
回
の
経
験
交
流
研
修
会
に
は
、
４
つ

の
分
科
会
を
お
き
ま
し
た
。

＊
第
１
分
科
会

【
新
制
度
と
10
年
後
の
夜
間
保
育
】

　

理
事
長
・
園
長
・
運
営
責
任
者
の
方
々

を
対
象
に
、
ご
自
分
の
法
人
の
運
営
に

つ
い
て
、
教
育
保
育
福
祉
分
野
の
在
り

方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

発
題
は
、
当
連
盟
会
長
天
久
薫
氏
（
前

述
）
で
助
言
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
、
山
縣
文
治
先
生
（
前
述
）
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

＊
第
２
分
科
会

【
明
日
の
保
育
を
よ
く
し
よ
う
と
工
夫

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
】

　

主
に
新
任
（
４
年
未
満
）
の
職
員
を

対
象
に
し
た
部
会
で
す
。

　

発
題
テ
ー
マ
は
、「
１
年
間
保
育
を

実
践
し
て
み
て
楽
し
い
と
思
っ
た
こ

と
・
難
し
い
と
思
っ
た
事
」「
明
日
の

保
育
を
よ
く
す
る
た
め
に
心
が
け
て
い

る
こ
と
」
を
、
参
加
者
自
身
が
日
々
の

保
育
の
中
で
感
じ
た
事
や
そ
の
時
の
対

処
法
な
ど
、
実
践
に
即
し
て
そ
の
手
立

て
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
あ
い
討
議
し
ま

す
。

助
言
は
、
西
南
学
院
大
学
人
間
科
学
部

教
授
・
門
田
理
世
先
生
で
す
。

★
門
田　

理
世
（
か
ど
た
り
よ
）
先
生

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
イ
リ
ノ
イ
大
学
で

Ｍ.

Ｓ
及
び
ｐ
ｈ.

Ｄ
取
得
（
い
ず
れ

も
ア
メ
リ
カ
の
学
位
で
修
士
・
編
集
部

注
）西
南
学
院
大
学
人
間
科
学
部
講
師
・

准
教
授
を
経
て
現
職
。

社
会
的
活
動
と
し
て
、
文
部
科
学
省
参

与
・
福
岡
県
・
福
岡
市
子
ど
も
子
育
て

会
議
委
員
部
会
長
他
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
就
学
前
保
育
の
分
野
で
の
造
詣

が
深
く
、
実
践
に
即
し
た
わ
か
り
や
す

い
ア
ド
バ
イ
ス
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

＊
第
３
分
科
会

【
研
究
と
保
育
実
践
を
つ
な
ぐ
】

　

主
に
経
験
職
員
・
主
任
職
員
を
対
象

に
し
た
部
会
で
す
。

発
題
は
特
に
定
め
ず
、
当
日
参
加
者
の

話
し
合
い
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー

マ
を
定
め
、
討
議
の
中
で
深
め
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
数
年
継
続
し
て
同
じ
テ
ー

マ
で
深
め
て
き
ま
し
た
が
、
毎
年
新
し

い
課
題
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

助
言
は
、
安
梅
勅
江
先
生
（
前
述
）

＊
第
４
分
科
会

【
調
理
員
は
、
保
育
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
る
か
】

　

主
に
、
調
理
師
・
栄
養
士
・
食
育
担

当
保
育
士
を
対
象
に
し
た
部
会
で
す
。

発
題
テ
ー
マ
は
、
調
理
と
保
育
と
わ
か

れ
が
ち
な
保
育
所
の
中
で
、
子
ど
も
の

育
ち
を
見
通
し
、
連
携
を
深
め
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
レ
シ
ピ
な
ど

も
併
せ
て
発
題
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
調
理
と
保
育

の
望
ま
し
い
関
わ
り
に
つ
い
て
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

助
言
は
、
北
九
州
市
管
理
栄
養
士
の
大

村
美
智
子
先
生
で
す
。

★
大
村
美
智
子
（
お
お
む
ら
み
ち
こ
）

先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
山
口
県
立
大
学

家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
管
理
栄
養
士

専
攻
卒
業
。
管
理
栄
養
士

そ
の
後
、
北
九
州
市
役
所
入
職
。
民
政

局
・
保
健
所
、
市
民
病
院
、
教
育
委
員

会
を
経
て
、
平
成
28
年
、
保
健
福
祉
局

健
康
医
療
部　

食
育
・
栄
養
改
善
担
当

課
長
・
子
ど
も
家
庭
局
子
ど
も
家
庭
部

　

母
子
栄
養
指
導
担
当
課
長
兼
務
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年
も
明
け
、
い
よ
い
よ
今
年
度
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
連
盟
と
し

て
は
総
会
以
降
、
下
記
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル
に

て
役
員
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
国
へ

の
陳
情
と
研
修
会
に
つ
い
て
、
検
討
い

た
し
ま
し
た
。
国
へ
の
陳
情
に
つ
い
て

は
、
各
園
の
実
情
や
要
望
等
を
ふ
ま

え
、
精
査
し
た
内
容
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

盛
会
だ
っ
た
東
京
大
会
の
次
が
九
州
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
日
程
や
場
所

の
検
討
を
行
い
、
更
に
内
容
に
つ
い
て

検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
に
厚
生
労
働
省
へ
陳
情
に

行
き
ま
し
た
。
陳
情
の
内
容
に
沿
っ
て

夜
間
保
育
の
実
情
を
訴
え
要
望
し
て
き

ま
し
た
。
国
と
し
て
も
夜
間
保
育
の
重

要
性
を
理
解
し
て
頂
い
て
お
り
、
実
態

の
把
握
の
た
め
の
根
拠
の
取
り
ま
と
め

な
ど
の
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　

11
月
7
日
に
熊
本
へ
行
き
、
連
盟
会

員
園
で
あ
る
熊
本
夜
間
保
育
園
（
熊
本

市
）
と
八
代
ひ
か
り
夜
間
保
育
園
（
八

代
市
）
と
へ
、
連
盟
会
員
の
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
た
熊
本
大
分
地
震
の
義
援

金
を
お
渡
し
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
震

災
か
ら
半
年
経
ち
、
震
災
の
記
憶
が
薄

れ
が
ち
で
す
が
、
市
内
で
は
未
だ
に
封

鎖
さ
れ
た
道
路
が
あ
っ
た
り
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た
屋
根
が
見
ら
れ
た

り
と
、
被
害
の
爪
痕
が
地
震
の
甚
大
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
会
員
園
の
2

か
園
は
何
と
か
自
力
で
保
育
を
再
開
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
園
舎
に
は
ひ
び
が

入
っ
た
り
し
た
箇
所
が
残
っ
て
い
た
り

と
ま
だ
ま
だ
大
変
な
中
い
う
こ
と
で
、

皆
様
か
ら
の
御
志
に
感
謝
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

12
月
12
日
に
福
岡
に
て
大
会
実
行
委

員
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
全
体
の
流

れ
の
確
認
と
各
種
担
当
割
り
な
ど
を
行

い
、
大
会
に
向
け
て
具
体
的
な
準
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
確
保
し
て
お

い
た
宿
泊
ホ
テ
ル
が
満
室
と
な
り
、
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
皆
様
を
福
岡
の
地
で
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

　

現
在
は
ま
さ
に
大
会
準
備
の
真
っ
只

中
で
す
。
前
事
務
局
の
先
生
方
に
ご
指

導
頂
き
な
が
ら
、
大
会
開
催
地
園
、
研

修
部
、
広
報
部
の
皆
様
と
一
緒
に
、
よ

り
良
い
大
会
と
す
べ
く
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。
全
国
の
仲
間
が
集
う
こ
の
大
会

を
皆
様
に
と
っ
て
意
義
あ
る
も
の
に
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
今
年
は
「
ど
ん

な
年
に
な
る
の
か
な
」と
い
う
よ
り「
ど

ん
な
年
に
し
た
い
か
」
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
多
様
化
社
会
で
働
く
人
た

ち
が
い
て
待
機
児
も
ま
だ
ま
だ
解
消
さ

れ
な
い
中
、
夜
間
保
育
所
の
ニ
ー
ズ
が

減
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
事

は
何
に
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

少
な
く
と
も
私
た
ち
は
、
夜
遅
く
ま

で
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
働
く
人
た

ち
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
夜
間
ま
で

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

も
大
き
い
で
す
。
夜
間
保
育
所
の
受
け

皿
で
子
育
て
不
安
か
ら
子
ど
も
の
成
長

を
希
望
に
変
え
卒
園
し
て
い
く
人
も
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
か
ら
今
の
日
本
社

会
は
、子
育
て
し
に
く
い
縮
図
の
中
で
、

「
あ
の
親
」
の
問
題
で
は
な
く
、「
こ
の

日
本
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
ま
す
。

　

全
国
津
々
浦
々
、
地
域
ニ
ー
ズ
は

違
っ
て
も
夜
間
保
育
所
が
誕
生
し
て
き

た
経
緯
は
皆
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
確
認
の
意
味
で
も
経
験
交
流

研
修
会
で
１
つ
に
な
れ
た
ら
い
い
な
ぁ

〜
。

草
場　

加
奈
子


